
政
令
第
二
百
三
十
五
号

関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。関

税
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
提
示
と
す
る
。
」
の
下
に
「
第
二
十
五
条
第
四
項
の
表
及
び
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
特
恵
受
益
国
等
及
び
特
別
特
恵
受
益
国
並
び
に
特
恵
関
税
の
便
益
を
与
え
な
い
物
品
等
の
指
定
）

第
二
十
五
条

法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
国
（
固
有

の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
制
度
を
有
す
る
地
域
を
含
む
。
以
下
第
四
項
ま
で
並
び
に
第
八
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の
国
の
社
会
経
済
情
勢
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い

て
の
便
益
を
与
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
と
し
て
財
務
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
と
す
る
。

一

そ
の
国
の
平
成
二
十
八
年
以
後
の
連
続
す
る
三
年
の
各
年
の
国
際
復
興
開
発
銀
行
が
公
表
す
る
国
ご
と
の
一
人
当
た
り



の
所
得
の
額
に
関
す
る
統
計
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
統
計
（
次
号
、
第
三
項
第
一
号
及
び
第
四
項
の
表
に
お
い
て

「
国
際
復
興
開
発
銀
行
統
計
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
一
人
当
た
り
の
所
得
の
額
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も

の
（
当
該
一
人
当
た
り
の
所
得
の
額
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
連
続
す
る
三
年
（
当
該
連
続
す
る
三
年
が
二
以
上

あ
る
と
き
は
、
最
も
遅
い
当
該
連
続
す
る
三
年
）
後
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
連
続
す
る
三
年
が
な
い
も
の
に
限
る

。
）

イ

国
際
復
興
開
発
銀
行
が
公
表
す
る
高
所
得
国
の
所
得
水
準
を
勘
案
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
所
得
水
準
に
該
当
す
る

も
の

ロ

財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
世
界
の
輸
出
額
の
総
額
の
う
ち
に
占
め
る
そ
の
国
の
輸
出
額
の
割
合

が
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
国
に
あ
つ
て
は
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
が
公
表
す
る
高
中
所
得
国
の
所
得
水
準
を
勘
案

し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
所
得
水
準
に
該
当
す
る
も
の

二

国
際
復
興
開
発
銀
行
統
計
等
の
公
表
に
よ
り
前
号
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
日
以
後
に
、
そ
の
国
の
政
府

が
財
務
大
臣
に
対
し
、
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を

通
知
し
た
も
の



２

財
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
与
え
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
外
務
大
臣
そ
の
他
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し

、
そ
の
判
断
の
た
め
の
参
考
と
な
る
べ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

特
恵
受
益
国
等
（
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
恵
受
益
国
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
次
の
各
号
（
第

一
号
に
つ
い
て
は
、
特
恵
受
益
国
等
の
う
ち
特
別
特
恵
受
益
国
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
特
恵
受
益
国
を
い
う
。
第

七
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
国
（
次
項
の
表
に
お
い
て
「
一
般
特
恵
受
益
国
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
財
務
大
臣

が
定
め
る
日
に
お
い
て
、
特
恵
受
益
国
等
で
な
く
な
る
も
の
と
す
る
。

一

そ
の
国
の
平
成
二
十
八
年
以
後
の
連
続
す
る
三
年
の
各
年
の
国
際
復
興
開
発
銀
行
統
計
等
に
お
け
る
一
人
当
た
り
の
所

得
の
額
が
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の

国
際
復
興
開
発
銀
行
統
計
等
の
公
表
に
よ
り
こ
の
号
に
該
当
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
日

二

そ
の
国
の
政
府
が
財
務
大
臣
に
対
し
、
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
受
け
る
こ
と

を
希
望
し
な
い
旨
の
通
知
を
し
た
も
の

財
務
大
臣
が
そ
の
通
知
を
受
け
た
日



三

そ
の
国
の
社
会
経
済
情
勢
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
財
務
大
臣
が
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ

い
て
の
便
益
を
与
え
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
た
も
の

そ
の
認
め
た
日

４

法
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
与
え
な
い
物
品
は
、
次
の
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
物
品
と
し
、
当
該
物
品
に
当
該
便
益
を
与
え
な
い
期
間
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

項
名

物

品

期

間

一

対
象
物
品
（
法
第
八
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
物
品
を
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

当
該
年
の
四
月

よ
り
区
分
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
各
年
度
の
初
日

一
日
か
ら
当
該

の
属
す
る
年
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
当
該
年
」
と
い
う
。
）
の
前
々
年
の
一
の
対
象
物

年
の
翌
年
の
三

品
の
輸
入
額
（
輸
入
さ
れ
る
物
品
の
輸
入
申
告
に
係
る
価
格
と
し
て
貿
易
統
計
に
計
上
さ
れ

月
三
十
一
日
ま

た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
に
占
め
る
同
年
の
一
の
一
般
特
恵

で

受
益
国
（
当
該
年
の
三
年
前
の
年
の
国
際
復
興
開
発
銀
行
統
計
等
に
お
け
る
一
人
当
た
り
の

所
得
の
額
が
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
原
産
地
と
す
る
当

該
対
象
物
品
の
輸
入
額
の
割
合
が
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
か
つ
、
そ
の
輸
入
額
が
十



億
円
を
超
え
る
も
の
（
当
該
一
般
特
恵
受
益
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
。
た
だ

し
、
当
該
対
象
物
品
に
属
す
る
物
品
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

㈠

当
該
一
般
特
恵
受
益
国
を
原
産
地
と
す
る
物
品
で
あ
つ
て
、
我
が
国
と
当
該
一
般
特

恵
受
益
国
が
締
結
す
る
一
の
国
際
約
束
（
法
第
七
条
の
七
第
一
項
の
国
際
約
束
で
あ
つ

て
、
当
該
年
度
に
我
が
国
及
び
当
該
一
般
特
恵
受
益
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
と
同

年
度
の
前
年
度
に
見
込
ま
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
が
我
が
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る

日
と
当
該
一
般
特
恵
受
益
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
と
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
に
お

け
る
当
該
物
品
の
当
該
国
際
約
束
に
基
づ
く
関
税
率
が
法
第
八
条
の
二
第
一
項
各
号
に

定
め
る
税
率
以
下
の
も
の

㈡

協
定
税
率
（
法
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
協
定
税
率
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
無
税
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
当
該
一
般
特
恵
受
益
国
が
協
定
税

率
の
適
用
又
は
関
税
定
率
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
る
。
）



二

対
象
物
品
の
う
ち
、
当
該
年
の
前
々
年
ま
で
の
過
去
三
年
間
の
一
の
対
象
物
品
の
輸
入
額
の

当
該
年
の
四
月

う
ち
に
占
め
る
当
該
三
年
間
の
一
の
一
般
特
恵
受
益
国
を
原
産
地
と
す
る
当
該
対
象
物
品
の

一
日
か
ら
平
成

輸
入
額
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
か
つ
、
そ
の
輸
入
額
が
四
十
五
億
円
を
超
え

三
十
三
年
三
月

る
も
の
（
当
該
一
般
特
恵
受
益
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
。
た
だ
し
、
次
に
掲

三
十
一
日
ま
で

げ
る
も
の
を
除
く
。

㈠

当
該
対
象
物
品
の
う
ち
、
当
該
三
年
間
の
当
該
一
般
特
恵
受
益
国
を
原
産
地
と
す
る

全
て
の
対
象
物
品
の
特
恵
適
用
輸
入
額
（
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
た
物
品
の
輸
入
申
告
に
係
る
価
格
と
し
て
貿
易
統
計
に
計
上
さ
れ
た
額
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
に
占
め
る
当
該
三
年
間
の
当
該
一
般
特
恵
受
益

国
を
原
産
地
と
す
る
当
該
対
象
物
品
の
特
恵
適
用
輸
入
額
の
割
合
が
二
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
る
も
の

㈡

当
該
対
象
物
品
に
属
す
る
物
品
の
う
ち
一
の
項
の
中
欄
㈠
又
は
㈡
に
掲
げ
る
も
の

三

第
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
国
際
約
束
（
一
以
上
の
一
般
特
恵
受
益
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ

当
該
物
品
に
係



て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
関
税
の
譲
許
が
定
め
ら

る
国
際
約
束
に

れ
て
い
る
物
品
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際
約
束
の
我
が
国
以
外
の
締
約
国
の
う
ち
一
般

お
い
て
定
め
ら

特
恵
受
益
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
（
当
該
物
品
の
当
該
国
際
約
束
に
基
づ
く
関
税
率
（
当

れ
て
い
る
関
税

該
一
般
特
恵
受
益
国
に
つ
い
て
の
関
税
率
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
関
税
率
の

の
譲
許
の
適
用

う
ち
最
も
低
い
も
の
と
し
、
法
第
七
条
の
七
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

期
間

規
定
に
よ
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場

合
の
関
税
率
と
す
る
。
）
が
法
第
八
条
の
二
第
一
項
各
号
に
定
め
る
税
率
を
超
え
る
も
の
を

除
く
。
）

四

特
恵
受
益
国
等
を
原
産
地
と
す
る
物
品
の
有
す
る
国
際
競
争
力
の
程
度
そ
の
他
の
事
情
を
勘

当
該
便
益
を
与

案
し
て
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
与
え
る
こ
と
が
適

え
る
こ
と
が
適

当
で
な
い
も
の
と
し
て
財
務
大
臣
が
認
め
る
も
の
（
一
の
項
か
ら
三
の
項
ま
で
の
中
欄
に
掲

当
で
な
い
と
認

げ
る
物
品
を
除
く
。
）

め
ら
れ
る
事
由

に
応
じ
て
財
務



大
臣
が
定
め
る

期
間

５

法
第
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
国
は
、
そ
の
国
の
社
会
経
済
情
勢
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
同
項

の
規
定
に
よ
る
特
恵
関
税
（
同
項
に
規
定
す
る
特
恵
関
税
を
い
う
。
次
項
及
び
第
七
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い

て
の
便
益
を
与
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
と
し
て
財
務
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
と
す
る
。

６

第
二
項
の
規
定
は
、
財
務
大
臣
が
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
第
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
恵
関
税
に
つ
い
て
の

便
益
を
与
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

特
別
特
恵
受
益
国
の
う
ち
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
日
に
お
い
て
、
特
別
特
恵
受
益
国
で
な
く
な
る
も
の
と
す
る
。

一

第
三
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
も
の

当
該
各
号
に
定
め
る
日

二

国
際
連
合
総
会
の
決
議
に
よ
り
後
発
開
発
途
上
国
で
な
く
な
つ
た
も
の

そ
の
決
議
の
日

三

そ
の
国
の
社
会
経
済
情
勢
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
財
務
大
臣
が
法
第
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
恵
関
税

に
つ
い
て
の
便
益
を
与
え
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
た
も
の

そ
の
認
め
た
日



８

財
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
官
報
で
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
恵
受
益
国
等
の
指
定
を
し
た
場
合

そ
の
指
定
し
た
国

二

特
恵
受
益
国
等
が
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合

該
当
し
た
国
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
が

定
め
る
日

三

第
四
項
の
表
の
各
項
（
三
の
項
を
除
く
。
）
の
中
欄
に
掲
げ
る
物
品
が
あ
る
場
合

当
該
物
品
及
び
当
該
物
品
に
係
る

当
該
各
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間

四

第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
特
恵
受
益
国
の
指
定
を
し
た
場
合

そ
の
指
定
し
た
国

五

特
別
特
恵
受
益
国
が
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合

該
当
し
た
国
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
が

定
め
る
日

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
第
二
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
」
及
び
「
（
以
下
「
特
恵
受
益
国
等
」
と
い
う
。
）
」
を
削

り
、
「
同
項
又
は
同
条
第
三
項
」
を
「
法
第
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
は
り
付
け
」
を
「

貼
り
付
け
」
に
改
め
る
。



別
表
第
二
を
削
り
、
別
表
第
三
を
別
表
第
二
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
二

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
国
及
び
地
域
（
同
表
第
八
号
又
は
第
五
八
号
に
掲
げ
る
国
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
こ
の
政
令
の
施
行

の
日
に
お
い
て
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
恵
受
益
国
等
（
関
税
暫
定
措
置
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
恵
受
益
国
等
を

い
う
。
）
の
指
定
を
し
た
も
の
と
、
旧
令
第
二
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
に
つ
い
て
は
同
日
に
お
い
て
新
令
第
二
十
五

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
特
恵
受
益
国
（
同
法
第
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
特
恵
受
益
国
を
い
う
。
）
の
指

定
を
し
た
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
新
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

旧
令
第
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
は
新
令
第
二
十
五
条
第
四
項
の
表
の
二
の



項
の
中
欄
に
掲
げ
る
物
品
と
、
こ
れ
ら
の
号
に
規
定
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
当
該
物
品
に
係
る
同
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間

と
、
旧
令
第
二
十
五
条
第
二
項
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
は
同
表
の
三
の
項
の
中
欄
に
掲
げ
る
物
品
と

そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
新
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新
令
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
の
い
ず
れ
に
も
」
と
あ
り
、
及
び
「
次
の
い
ず
れ
か
に
」
と
あ

る
の
は
「
イ
に
」
と
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
一
号
イ
」
と
す
る
。

（
調
整
規
定
）

第
三
条

関
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
六
号
。
次
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
九
年
改

正
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
が
平
成
三
十
年
四
月
一
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
。

」
の
下
に
「
第
二
十
五
条
第
四
項
の
表
及
び
」
を
加
え
る
」
と
あ
る
の
は
「
」
の
下
に
「
。
第
二
十
五
条
第
四
項
の
表
に
お

い
て
同
じ
」
を
加
え
、
「
同
表
の
」
を
「
法
の
別
表
第
一
の
六
の
」
に
改
め
る
」
と
、
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
中
「
第
十

九
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
の
二
各
号
」
と
、
第
二
十
六
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
第

二
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
二
」
を
「
別
表
」
と
、
別
表
第
二
を
削
り
、
別
表
第
三
を
別
表
第
二
と
す
る
改
正
規
定
中
「
別



表
第
二
を
削
り
、
別
表
第
三
を
別
表
第
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
一
を
削
り
、
別
表
第
二
を
別
表
」
と
、
前
条
第
一
項
中

「
別
表
第
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
一
」
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
改
正
令
第
五
条
の
う
ち
、
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
第
十
四
条
の
改
正
規
定
中

「
提
示
と
す
る
」
の
下
に
「
。
別
表
第
一
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
「
同
表
の
」
を
「
法
の
別
表
第
一
の
六
の
」
に
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
四
項
の
表
」
の
下
に
「
及
び
別
表
第
一
」
を
加
え
」
と
、
同
令
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
中
「

第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
別
表
第
一
」
を
「
別
表
第
二
」
に
改
め
、
同
項
第

六
号
中
「
第
十
九
条
の
二
第
二
号
」
を
「
第
十
九
条
第
二
号
」
に
、
「
別
表
第
一
」
を
「
別
表
第
二
」
に
改
め
、
同
項
第
七

号
中
「
第
十
九
条
の
二
第
八
号
」
を
「
第
十
九
条
第
八
号
又
は
第
十
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
別
表
第
一
」
を
「

別
表
第
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
四
項
の
表
の
三
の
項
中
「
第
十
九
条
の
二
各
号
」
を
「
第
十
九
条
各
号
」
と
、

同
令
第
二
十
六
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
別
表
第
二
」
を
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
」
を
「
別
表
第
二
」
と
、

同
令
別
表
第
二
を
同
令
別
表
第
三
と
し
、
同
令
別
表
第
一
を
同
令
別
表
第
二
と
し
、
同
表
の
前
に
一
表
を
加
え
る
改
正
規
定

中
「
別
表
第
二
を
別
表
第
三
と
し
、
別
表
第
一
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
」
と
す
る
。


